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歴
史
的
に
山
東
半
島
の
膠
東
地
区

[半
島
の
東
部
]
は
三
つ
の
経
済
圏
に
分
け
ら
れ
る
。
黄

(現
在
の
龍
口
市
)
・
蓬
莱

・
液

(現

在

の
莱
州
市
)
は
商
業
経
済
圏
、
棲
霞

・
莱
陽

・
莱
西
な
ど
内
陸
部
は
農
業
経
済
圏
、
威
海

・
榮
城

・
海
陽

・
長
島
な
ど
沿
海
部
は
漁

中国山東省黄県人の商慣習

業
経
済
圏
で
あ
る
。
商
業
経
済
圏
の
黄
県
人
は
商
業
を
な
り
わ
い
と
し
て
き
た
長
い
歴
史
が

あ

り
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
た
い
。
清
代
光
緒
年
間
の
黄
県
城

(図
1
)

に
は
三
〇
〇
余

の
銭
荘

[両
替
商
]
や
雑
貨
店
が
あ

っ
た
。

一
九

一
四
年
に
龍

口
港
が
外
国

に
対
し
て
開
か
れ
、

一
九

一
七
年
に
は
中
日
合
弁
の
龍
口
銀
行
が
で
き
、

一
九
二
二
年
に
は

輸
出
入
総
額
は
五
九
七
.
七
七
万
関
平
両
と
な

っ
た
。
取
引
の
発
展
に
よ
り
、
飲
食
業
、
旅

館
業
、
理
髪
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
が
発
展
し
、
龍
口
に
は
店
舗
が
林
立
し
、
外
地
か
ら
の

商
人
が
集
ま
り
、
「小
上
海
」
と
呼
ぼ
れ
た
。

一
九
三
七
年
に
は
黄
県
の
商
家
は
二
二

=

軒
と
な
り
、
県
城

の
西
関

[街
を
取
り
囲
む
城
壁

の
西
の
門
]
の
通
り
だ
け
で
も

一
五
七
軒

が
軒
を

つ
ら
ね
、
そ
の
規
模
と
名
声
は
か
な
り
の
も
の
だ

っ
た
。
彼
ら
の
取
り
扱
う
商
品
は

広
範
に
わ
た
り
、
「綾
絹

・
薄
絹

・
縮
子

・
椴
子
な
ど
の
絹
織
物
か
ら
ネ
ギ
、

ニ
ラ
、

シ
ョ

ウ
ガ
、

ニ
ン
ニ
ク
に
到
る
ま
で
そ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
、
「黄
城

一
の
繁
華
街
」
の
誉
れ
も
高

▲図1黄 県県城城壁
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▲山東関連地域地図

か

っ

た

。

一
、

黄

県

の
位

置

黄
県
は
膠
東
半
島

の
西
北
部
、
東
経

一
二
〇
度

一
三
分
か

ら

一
二
〇
度
四
四

分
、
北
緯
三
七
度
二
七
分
か
ら

三
七
度

四
七
分
。
東

は
蓬
莱

県
に
隣
接
し
、
南

は
棲
霞
、
招
遠

に
接

し
、
西
と
北
は
渤

海
と
な
り
、
海
を
隔

て
て
天
津
と
大
連

肥

を
臨
む
。
総
面
積
は
八

四
〇
平
方
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
、
現
在
の
人

口
は
約
六
三
万

人

で
あ
る
。
昔
か
ら
優
秀
な
人
物
を
排

出
し
、
人

口
も
多
く
文
明
も
発
達
し
物

産

も
豊

か
だ

っ
た

こ

と
が
考
古

学

に

よ

っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
最
も

古

い
時
代

に
は
東
夷

と
よ
ぼ
れ
、
商
代

の
終

わ
り
に
は

「
莱

国
」

を
た

て
た
。

紀
元
前
五
六
七
年
に
は
斉
に
滅
ぼ
さ
れ
、



そ

の
版
図
と
な

っ
た
。
戦
国
時
代
の
話
術
で
有
名
な
淳
干
髭
、
秦
代
の
方
士
徐
福
、
東
呉
の
大
将
太
史
慈
、
明
代
の
宰
相
萢
復
粋
、
清

代

の
大
学
士
質
禎
の
故
郷
で
あ
る
。

清
代
の

『黄
県
志
』
の
記
載
に
は

「領
域
内
は
人
が
多
く
土
地
が
少
な
い
た
め
、
多
く
の
人
間
が
四
方
に
利
益
を
も
と
め
た
」
と
あ

る
。
黄
県
は
京
畿
に
も
比
較
的
近
く
、
水
陸
交
通
の
便
が
あ
る
と
い
う
有
利
な
地
理
的
条
件
を
備
え
て
い
た
た
め
、
華
東
地
区
、
さ
ら

に
中
国
東
北
三
省
の
商
業
は
黄
県
人
の
天
下
だ

っ
た
。
黄
県
人
は
海
外
で
も
商
業
活
動
を
行

い
、
日
本
や
東
南
ア
ジ

ア
各
国
の
み
な
ら

ず
、
大
洋
を
こ
え
た
ア
メ
リ
カ

・
ア
フ
リ
カ

・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

・
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
も
足
跡
が
あ
る
。
彼
ら
は
沈
着
老
練
で
、
変
化
に

動

じ
ず
、
着
実
に
物
事
を
す
す
め
、
「取
引
の
盛
ん
な
さ
ま
は
四
海
に
通
じ
、
財
力
の
豊
か
さ
は
三
江
に
達
す
る
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ

ど
だ

っ
た
。
そ
の
商
業
に
は
伝
統
的
な
斉
魯
文
化
の
影
響
が
あ
り
、
特
に
孔
子
、
孟
子
を
代
表
と
す
る
儒
教
文
化

の
影
響
が
見
ら
れ
、

「誠
信
経
商

[誠
実
な
商
い
]」
、
「重
利
更
重
義

[利
を
重
ん
じ
る
以
上
に
義
を
重
ん
じ
る
]
」
な
ど
の
信
条
の
も
と
発
展
を
と
げ
、
「魯

商
」
の
典
型
例
と
な
り
、
歴
史
上
、
黄
県
は
全
国
で
も
著
名
な
商
業
地
と
な

っ
た
。

鵬

二
、
東
北
三
省
で
の
黄
県
人
の
商
業
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昔
の
黄
県
人
は
東
北
三
省
に
商
業
に
行
く
こ
と
を

「闊
関
東

[東
北

へ
ふ
み
い
る
]
」
と
い
っ
た
。
清
朝
政
府
は
中
国
東
北
を

「龍

興
之
地

[皇
室

の
故
地
]」
と
し
、
山
海
関
内
の
漢
族
が
大
量
に
移
住
し
、
旗
人
の
利
益
を
害
し
、
満
族
の
習
俗
と
秩
序
を
破
壊
す
る

こ
と
を
心
配
し
た
。
康
煕
七
年

(
一
六
六
八
)
封
禁
政
策
を
開
始
し
、
こ
れ
以
降
は
東
北

へ
行
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
当
初
は
部
分

的
な
閉
鎖
で
あ

っ
た
が
、
や
が
て
全
面
的
に
封
鎖
さ
れ
、
関
を

こ
え
る
こ
と
や
上
陸
を
厳
し
く
と
り
し
ま
り
、
流
民
を
追

い
出
し
た
。

し
か
し
流
入
禁
止
を
厳
し
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
東
省

・
河
北
省
の
農
民
は
、
生
活
苦
や
自
然
災
害
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
、
海

を
越
え
長
城
を
越
え
て
、
眠
れ
る
東
北
の
沃
野
に
大
量
に
入
り
込
ん
だ
。
清
末
に
は
東
北

へ
行

っ
た
人
間
は

一
四
〇
〇
万
人
以
上
と



な

っ
た
が
、
黄
県
だ
け
で
も
毎
年
三
〇
〇
〇
人
が
東
北

へ
行

っ
た
。

一
八
九
九
年
日
本
人
学
者
小
越
平
隆
が
そ
の
著
書

[『満
洲
旅
行

記
』
善
隣
書
院
、

一
九
〇

一
年
]
に
当
時
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る
。
奉
天
か
ら
興
京
に
至
る
道
で
は
夫
が
大
八
車
を
引

い
て
、
妻
が

そ

の
上
に
乗
り
、
子
供
は
泣
い
た
り
眠

っ
て
い
た
り
し
て
い
る
。
夫
が
車
を
後
ろ
か
ら
押
し
、
弟
が
前
を
引
く
も
の
も
あ
る
。
杖
を

つ

い
た
老
女
や
、
寄
り
添
い
あ

っ
て
よ
ろ
め
き
歩
く
娘
た
ち
も

い
る
。
夫
は
妻
を
の
の
し
り
、
老
母
は
子
供
た
ち
を
大
き
な
声
で
よ
ば

わ

っ
て
い
る
。
人
の
隊
列
は
通
化
、
懐
仁
、
海
龍
城
、
朝
陽
鎮

へ
と
連
な

っ
て
い
る
。
奉
天
か
ら
吉
林

へ
の
途
上
で
寝
食
を
共
に
す
る

も

の
は
み
な
山
東
か
ら
の
移
民
だ

っ
た
。
破
産
し
た
農
民
は
禁
令
を
省
み
ず
、
幾
千
万
も
の
危
険
を
冒
し
清
朝
の
故
地

へ
と

「闘
入
し

て
い
っ
た
」
た
め
、
こ
の
現
象
は

「闘
関
東
」
と
よ
ぼ
れ
た
。

で
は
、
な
ぜ

「闘
関
東
」
を
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
黄
県
人
が
東
北
に
行
く
の
は
、
送
出
地
側
の
要
因
と
し
て

は
、
生
き
る
必
要
か
ら
だ

っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
人
口
は
多
い
が
土
地
が
狭
く
、
さ
ら
に
天
災
人
禍
の
た
め
に
東
北

に
行
か
ざ
る
を
え

な

か
っ
た
。
流
入
地
側
の
要
因
と
し
て
は
、
東
北
は
生
産
力
の
点
で
は
劣
り
、
未
開
墾
地
が
多
く
、
商
業
活
動
も
ま
だ
活
発
で
は
な

胴

く
、
経
済
的
な
成
功
の
機
会
に
満
ち
て
い
た
。
黄
県
人
が
東
北
に
行

っ
て
商
業
に
従
事
し
た
歴
史
は
長
く
、
故
郷

に
送
金
す
る
も
の
、

財
貨
を
も

っ
て
正
月
に
帰
郷
す
る
も
の
、
豊
か
に
な
り
故
郷
に
大
邸
宅
を
構
え
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
刺
激
が

さ
ら
に
多
く
の
黄

県
人
を
し
て
東
北
に
向
か
わ
せ
た
。
昔
の
黄
県
で
は
村
々
、
家
々
ど
こ
に
で
も
東
北
に
行

っ
た
も
の
が
お
り
、
青
年

で
東
北
に
い
か
な

い
も
の
は
見
込
み
が
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
、
闘
関
東
が

一
つ
の
習
俗
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
往
時
の
黄
県
で
は
労
働
力
に

余
裕
が
あ

っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
天
災
人
禍
が
お
こ
っ
た
場
合
、

一
家
を
連
れ
て
、
あ
る
い
は
親
戚
親
友
が
集
ま

っ
て
、
仕
事
を
も
と

め

て
東
北
に
行
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

人
は
文
化
、
情
報
を
伝
え
る
媒
体
で
あ
り
、
人
の
流
動
は
文
化
を
伝
え
る
。
中
原
文
化
、
斉
魯
文
化
が
東
北
地
区

に
大
規
模
に
展
開

し

た
こ
と
は
、
中
原
文
化
と
斉
魯
文
化
の
平
面
的
移
動
と
い
え
る
。
華
北
と
東
三
省
は
、
言
語
、
宗
教
信
仰
、
風
俗
習
慣
、
家
族
制

度
、
倫
理
道
徳
、
経
済
行
為
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
、
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
い
る
。
人
の
移
動
は
地
域
間
の
境
界
を
打
ち
破
り
、
社



会

・
経
済

・
文
化
の
伝
播
、
交
流
、
融
合
を
促
進
し
、
互
い
に
補

い
あ
い
、
人

口
の
増
加
を
助
長
す
る
。
東
北
と
関
内

[長
城
の
内

側
]
で
も
社
会

・
経
済

・
文
化
の
調
和
と
統

一
が
す
す
み
、
双
方
の
商
品
往
来
や
資
源
の
補

い
あ
い
、
文
化
習
俗

の
融
合
が
進
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
人
口
移
動
に
は
大
き
な
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。

三
、
大
阪
華
僑
の
故
郷
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黄
県
の
商
人
に
は
、
日
本
に
渡

っ
た
も
の
も
多
く
、

一
九
九
〇
年
の
龍

口
市
華
僑
緋
公
室
の
統
計
で
は
三
三

一
人

に
達
し
て
い
る
。

そ

の
中
で
も
大
阪
華
僑
の
王
汝
鈎
氏
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
黄
県
人
の
大
阪
で
の
商
業
活
動
は
天
地
人
の
利
だ
け
で
な
く
、
利
用
で
き

る
も

の
全
て
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
。
彼
ら
は
主
に
飲
食
業
に
従
事
し
、
中
華
料
理
店
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
そ

の
料
理
の
特
徴
は

あ

っ
さ
り
し
て
お
似

素
朴
で
、
素
材
の
味
を
生
か
し
、
口
当
た
り
よ
良

油
を

つ
か
っ
て
い
て
も
し
つ
こ
く
な
良

品
質
を
重
視
し

篇

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
す
ぐ
り
の
材
料
を
使
い
、
質
も
高
く
、
サ
ー
ビ
ス
も
よ
い
。
信
用
の
維
持
の
た
め
に
は
損
を
す
る
こ
と

も

い
と
わ
ず
、
そ
の
信
用
ゆ
え
に
大
阪
で
地
に
足
を

つ
け
た
安
定
し
た
活
動
を
し
て
い
る
。
彼
ら
が
扱
う
魯
菜
は
中

国
四
大
料
理
の

一

つ
で
あ
る
。
魯
菜

の
起
源
と
し
て
は
膠
東

の
福
山
県
が
有
名
で
あ
る
。
華
僑
の
王
汝
鈎
氏

(
一
九
〇
三
⊥

九
九
四
)
も
中
華
料
理
店

の
経
営
で
財
を
な
し
た
。
出
身
は
黄
県
桑
島
村
で
、

一
三
歳
の
時
に
父
親
の
王
作
盲駆
に
つ
い
て
大
阪
市
の
泰
自鰍
楼

で
仕
事
を
学
ん
だ
。

二
七
歳
に
は
オ
ー
ナ
ー
に
推
薦
さ
れ
て
ニ
カ
所
の
料
理
店
の
管
理
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
三
五
年
に
は
中
華
料

理
五
色
園
な
ど
三

カ
所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な

っ
た
。

一
九
四
五
年
に
は
心
斎
橋
に
万
楽
天
餐
館
を
創
業
し
た
。

一
九

四
六
年
に
は
大
阪

市

の
南
華
会
館
の
会
長
と
な
り
、

一
九
五
五
年
に
中
華
学
校
を
組
織
し
、

一
九
八
二
年
に
は
山
東
同
郷
会
の
会
長
も
務
め
た
。
そ
の
グ

ル
ー
プ
企
業
は
傘
下
に
七

つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
、
鞄
店

一
軒
を
擁
し
た
。
商
業
界
に
身
を
置
く
王
氏
は
中
日
友
好
事
業
に
も
大
き
な
貢

献
を
し
た
。
桑
島
-
東
濠
は

一
衣
帯
水
、
連
理
同
根
と
い
え
よ
う
。

一
九
九
四
年
八
月
に
王
汝
鈎
氏
は
大
阪
で
病
没

し
た
が
、
彼
は
生



前
、
大
阪
を
第
二
の
故
郷
と
み
な
し
て
い
た
。
い
ま
、
そ
の
子
孫
は
大
阪
で
若
松
飯
店
を
経
営
し
て
い
る
。

四
、
黄
県
商
業
活
動
に
お
け
る

「坐
商
」
の
商
習
慣

黄
県
人
の
商
業
活
動
に
は
古
く
か
ら

「行
商
」
と

「坐
商
」
の
区
別
が
あ
る
。
坐
商
は
店
舗
を
固
定
の
場
所
に
構
え
て
い
る
も
の

や
、
人
の
多
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
屋
台
を
設
け
て
商
業
を
行
う
、
客
待
ち
の
商
売
で
あ
る
。
黄
県
人
が
坐
商
を
す
る
場
合
は
、
ま
ず
東

家

[資
本
主
]
が
出
資
し
て
店
舗
を
開
設
し
、
雇
わ
れ
た
人
間
が
経
営
を
担
当
し
た
。
店
に
は
経
理
、
掌
櫃

[
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
や
経
営

陣

に
あ
た
る
]
が

一
人
か
ら
三
人
、
賑
先
生

[会
計
に
あ
た
る
]、
侠
計

[店
員
に
あ
た
る
]
が
数
人
お
り
、
自
炊
設
備
が
あ
っ
た
。

黄
県
人
の
習
慣
で
は
、
子
供
が
片
言
を
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
年
長
者
が
九
九
を
暗
記
さ
せ
、
も
う
少
し
大
き
く
な
る
と
私
塾
に

行
か
せ
て
四
書
五
経
を
勉
強
さ
せ
、

=
二
歳
か
ら

一
⊥ハ
歳
に
な
る
と
、
商
業
を
学
ぶ
た
め
に
家
か
ら
出
し
た
。
そ
の
際

ま
ず
保
証
人

粥

を
さ
が
し
た
。
保
証
人
は
病
や
死
亡
し
た
場
合
、
飲
む

・
打

つ
・
買
う

・
盗
む
な
ど
の
違
法
な
行
為
を
し
た
際
に
責
任
を
負
わ
ね
ば
な

ら
な
か

っ
た
。
店
に

一
旦
入

っ
て
、
小
侠
計

[侠
計
に
同
じ
]
と
な
る
と
、
姓
を
ま
え
に
つ
け
て
、
李
侠
計
、
張
侠
計
な
ど
と
呼
ば
れ

た
。
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立

っ
て
商
い
を
し
て
い
る
姿
は
、
木
に
前
掛
け
を
く
く
り

つ
け
た
よ
う
だ
と
い
わ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
商
店
の

正
面
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
人
の
腰
の
高
さ
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
頭
も
よ
い
し
仕
事
も
で
き
、

口
が
た
つ
も
の
は

甕

の
穴
か
ら
引
き
抜
い
て
き
た
と
い
わ
れ
た
。
小
侠
計
の
仕
事
は
つ
ら
く
、
毎
日
早
く
起
き
て
遅
く
ま
で
寝
れ
ず
、

早
朝
に
掌
櫃
の
洗

面
用
の
水
を
用
意
し
、
疾

つ
ぼ
を
掃
除
し
、
地
面
を
掃
き
、
机
を
拭
い
た
。
夜
に
は
掌
櫃
の
寝
床
を
用
意
し
、
そ
ろ
ば
ん
の
練
習
を
し

た
。
そ
ろ
ば
ん
の
練
習
の
際
に
は
、
賑
先
生
が
そ
の
日
の
帳
簿
の
数
字
を
読
み
上
げ
、
も
う

一
人
が
そ
ろ
ぼ
ん
を
持

っ
て
計
算
し
、
小

侠
計
は
そ
ろ
ぼ
ん
を
手
に
し
て
傍
ら
に
た

っ
て
練
習
し
た
。
練
習
の
際
に
は
六
二
五
或
い
は

一
六
八
七
五
の
数
字
を
く
り
か
え
し
た
。

薬
指
と
小
指
で
銅
貨
を

一
枚
握

っ
て
、
右
手
の
親
指
人
差
し
指
中
指
で
そ
ろ
ば
ん
の
珠
を
は
じ
い
た
。
時
に
は
、
早
朝
の
掃
き
掃
除
に
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間

に
合
う
よ
う
に
と
、
夜
に
箒
を
抱
い
て
眠

っ
た
。
小
侠
計
の
食
事
と
宿
舎
は
店
が
負
担
し
、
報
酬
は
毎
月
大
洋
銀

二
元
で
小
麦
粉

一

袋
相
当
だ

っ
た
。
満
三
年
の
の
ち
に
賃
金
が
は
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
月
大
洋
で
八
元
ぐ
ら

い
だ

っ
た
。
さ
ら

に

一
年
か
ら
五
年

の
小
額
の
賃
金
を
過
ぎ
る
と
、
花
紅
と
い
わ
れ
、
年
末
に
利
潤
を
計
算
し
た
あ
と
の
、
東
六
西
四

(出
資
者
六
割
、
店
舗
四
割
)
の
原

則

に
照
ら
し
て
分
配
さ
れ
た
店
舗
の
取
り
分
の

一
〇
%
が
小
侠
計
達
の
分
と
な
り
、
残
る
九
〇
%
は
掌
櫃
の
も
の
と
な

っ
た
。

一
年
に

一
度
中
間
決
算
を
し
、
三
年
に

一
度
総
決
算
を
し
た
。

商
業
を
す
る
に
は
天
秤
が
必
要
で
あ
る
。
黄
県
で
は
歴
史
的
に
商
家
で
は

「十
六
両
秤
」
と
呼
ぼ
れ
る
天
秤
が
使

わ
れ
た

(図
2
)
。

こ
れ
も
現
代

の
天
秤
を
同
じ
で
、
さ
お
、
さ
ら
、
お
も
り
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、

一
〇
斤
、

一
五
斤
、
三
五
斤
な
ど
が
あ

っ
た
。

一
斤
が

一
六
両
か
ら
な

っ
て
い
る
の
で

「十
六
両
秤
」
と
い
わ
れ
た
。
十
六
両
秤
の
さ
お
は
紫
檀
の
木
で
つ
く
ら
れ
、

一
両
ご
と
に

一

つ
の
星
が
う
た
れ
て
印
と
な

っ
て

い
た
。
各
斤

一
六
両
に
な
る
の
で
、

一
斤
が
等
し
く

一
六
に
分

け
ら
れ
て

一
六
の
星
が
あ
り
、

こ
れ
は
南
斗
六
星
、

北
斗
七
星
、
福
、
禄
、
寿
の
三
星
を
示
し
て
い
た

(図

3
)
。
南
斗
六
星
す
な
わ
ち
斗
宿
は
二
十
八
宿

の

一
つ
で
玄
武
宿
の
第

一
宿
で
六

つ
の
星
か
ら
な

る
。
北
斗
星
は
北
天
に
あ
る
斗

(あ
る
い
は
柄
杓
)

の
形
に
な

っ
た
七

つ
の
星
で
、
そ
の
星
の
名
称
は

天
枢
、
天
旋
、
天
磯
、
天
権
、
玉
衡
、
開
陽
、
揺

光

と
い
う
。
南
斗
六
星
と
北
斗
七
星
さ
ら
に
福
、

禄
、
寿
の
三
星
を
加
え
て

一
六
星
と
し
て
い
る
。

▲図2十 六両秤

㌦ ●

、

覧偽々
▲図3十 六両秤の星
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こ
の
よ
う
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
た
十
六
両
秤
に
は
商
売
上
の
格
言
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ぼ
、
売
り
手
に
と
っ
て
は
、
売
る
商
品

の
重
さ
を

一
両
を
少
な
く
み
つ
も
る
こ
と
は
寿
星
を
捨
て
る
こ
と
を
意
味
し
、
寿
命
を
短
く
す
る
。
二
両
少
な
く
み

つ
も
れ
ば
寿
星
と

禄
星
を
捨
て
る
こ
と
に
な
り
、
長
生
き
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
俸
禄
も
減
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
三
両
少
な
く
す
れ
ぼ
、
三
つ
の
星
全

て
を
捨
て
る
こ
と
に
な
り
、
福
が
な
く
、
財
も
な
く
、
寿
命
も
短
い

一
生
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
逆
に

一
両
増
や
せ
ば
長
生

き
し
、
二
両
増
や
せ
ば
禄
が
増
え
、
三
両
増
や
せ
ば
福
禄
寿
全
て
が
増
え
る
。
こ
の
よ
う
に
商
人
は
商
売
に
お
い
て
、
何
を
捨
て
て
何

を

と
る
か
、
福
か
禍
か
、
全
て
自
分
の
良
心
に
よ
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
た
。
「十
六
両
秤
」
は
誠
実
を
基
本
と
す
る
価
値
を
表
し
、
黄
県

人
は
こ
の
秤
を
使
い
、
取
引
の
規
範
と
し
た
。

一
斤
を

一
六
両
と
す
る
た
め
に
、
商
品
を
売
る
に
際
し
、
小
侠
計
は

一
両
か
ら

一
五
両
ま
で
の
価
格
を
暗
記
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら

な
か

っ
た
。
た
と
え
ば
あ
る
商
品
が

一
元
で

一
斤
だ
と
す
る
と
、

一
両
は
六
分
二
厘
五
と
な
る
。
二
両
は

一
角
二
分

五
と
な
り
、
暗
記

の
た
め

の
決
ま
り
文
句
が

で
き
た
。

一
両
六

二
五
、
二
両

=

一五
、

三
両

一
八
七
五
、

四
両
二
五
、

五
両

三

一
二
五
、
六

両

粥

三
七

五
、
七
両

四
三
七
五
、
八
両

五
、
九

両
五
六

二
五
、

一
〇
両
六

二
五
、

一
一
両
六

八
七
五
、

=

一両

七
五
、

一
三
両

八

一
二
五
、

一
四
両
八
七
五
、

一
五
両
九
三
七
五
、
規
則
的
に
六
二
五
ず

つ
加
え
る
こ
と
に
な
る
。

一
ダ
ー
ス
は

一
二
で
あ
る
か
ら
、

一
か
ら

一
一
ま
で
の
価
格
も
同
様
に
小
侠
計
は
暗
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

一
元
で

一
ダ
ー
ス
の
商
品
を
も

と
に
決
ま
り
文
句

が

つ
く
ら
れ
た
。

一
個
は
八
三
三
、
二
個
は

一
六
六
、
三
個
は
二
五
、
四
個
は
三
三
三
、
五
個
は
四

一
六
、
六
個
は
五
、
七
個
は

五
八
三
、
八
個
は
六
六
六
、
九
個
は
七
五
、

一
〇
個
は
八
三
三
、

二

個
は
九

一
六
で
八
三
三
ず

つ
加
え
れ
ば
よ
い
。

値
段
を
は

っ
き
り
示
し
、
老
人
子
供
を
欺
か
な
い
。
こ
れ
は
黄
県
商
人
が
重
視
し
た
商
売
の
旗
幟
で
あ
る
。
同
時

に
、
各
商
店
に
は

暗

号
が
あ
り
そ
の
店
ご
と
の
秘
密
だ

っ
た
。
暗
号
は
文
字
を
数
字
に
か
え
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ぼ
、
元
亨

利
貞
天
玄
黄
は
、

一
・
二

・
三

・
四

・
五

・
六

・
七

・
八
を
表
示
し
て
お
り
、
元
貞
の
二
字
は

一
元
四
角
を
表
す
。
ま
た
甲
乙
丙
丁
、

子
丑
寅
卯
、
あ
る

い
は
平
安
幸
福
、
恭
喜
発
財
な
ど
、
ど
れ
も
文
字
に
よ

っ
て
数
字
を
表
し
、
現
在
の
パ
ス
ワ
ー
ド
や
、
電
報
の
送
信
な
ど
の
よ
う
に
、



入
荷
出
荷
商
品
に
対
し
、
そ
の
店
の
商
業
暗
号
を
用
い
た
。
黄
県
の
各
商
号
が
常
用
す
る
商
用
の
暗
号
は
だ

い
た
い

一
〇
個
の
文
字
か

ら
な

っ
た
。
天
地
光
時
音
律
政
宝
畿
重

の

一
〇
文
字
は

一
・
二

・
三

・
四

・
五

・
六

・
七

・
八

・
九

・
一
〇
の
数
字
を
表
し
た
。
そ
の

由
来
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
天
は

一
、
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
地
は
こ
れ
に
次
ぎ
二
、
光
の
三
と
は
、
日
月
星
を
さ
す
。
時
の

四
と
は
春
、
夏
、
秋
、
冬
を
さ
し
、
音
が
五
を
さ
す
の
は
、
古
代
の
音
階
に
宮
、
商
、
角
、
徴
、
羽
の
五
段
階
が
あ

る
か
ら
で
あ
り
、

律

[リ
ズ
ム
]
が
六
を
さ
す
の
は
、
黄
鍾
、
土
籏
、
薙
賓
、
夷
則
、
無
射
な
ど
六
つ
の
楽
器
か
ら
で
あ
る
。
政
は
七
を
表
し
日
月
火
水

木
金
土
の
七
星
を
さ
す
。
宝
は
八
を
表
し
、
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
や
サ
ソ
リ
グ
サ
な
ど
八
種
類
の
多
年
生
多
肉
植
物
か
ら

で
あ
る
。
畿
は
九

を
表
し
、
先
秦
時
代
の
行
政
区
分
に
旬
、
量
、
采
、
衛
、
蛮
、
鎮
、
萢
な
ど
の
九
畿
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
重
は

一
〇
を
表
し
、
重

複
を
意
味
し
て
お
り
、
数
が
重
な
る
こ
と
を
い
う
。
九
に

一
を
加
え
て

一
〇
と
な
り
、
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て

一
〇
を
あ
ら
わ

す
。

279

 

五
、
黄
県
の
商
業
に
お
け
る

「行
商
」
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行
商
は
資
本
規
模
が
小
さ
く
、
天
秤
棒
を
か

つ
ぎ
、
車
を
ひ
い
て
の
流
し
の
販
売
業
で
、
商
品
を
持

っ
て
各
戸
を
ま
わ
る
も
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
広

い
農
村
地
帯
で
活
躍
し
、
村
民
か
ら
は

「拉
郷
」
と
呼
ぼ
れ
た
。
往
時
の
農
村
は
自
給
自
足
の
自
然
経
済
が
基
本
で
、

商
品
の
交
換
は
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
か

っ
た
。
坐
商
の
店
舗
や
屋
台
や
職
人
の
工
房
の
多
く
は
人
口
の
密
集
し
た
都
市
や
比
較
的
大

き
な
集
鎮
に
集
中
し
て
い
た
。
農
村

で
の
取
引
は
小
規
模
資
本
の
行
商
に
全
面
的
に
頼

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
行
商
人
は
村
を
ま
わ

り
、
家
々
を
ま
わ
り
商
品
を
と
ど
け
た
の
で
あ
る
。
行
商
も
二
つ
の
タ
イ
プ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
物
を
売
り
買

い
す

る
も
の
、
も
う

一
つ
は
手
仕
事
で
修
理
や
器
物
の
加
工
を
す
る
職
人
で
あ
る
。
往
時
に
は
人
々
は

「傲
小
売
買
的

(小
商
い
)
」
「要
手

芸
的

(手
仕
事
)」
と
よ
ん
で
い
た
。
業
種
は
多
く
、
農
村
の
生
産
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
ジ

ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
た
。
よ
く
見
か
け
た
の
は



日
用
品
の
売
り
子
、
油
売
り
、
食
品
売
り
、
廃
品
買
取
り
で
あ
る
。
手
仕
事
を
生
業
と
す
る
も
の
で
は
、
ブ
リ
キ
職
人
、
鋳
掛
師
、
茶

碗
継
ぎ
、
染
色
師
、
石
工
、
網
師
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
農
村
の
人
々
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
存
在
で
、
敬
愛
の
対
象
だ

っ
た
。
荷

を
担
い
で
の
行
商
は

一
生
農
村
を
歩
き
回
っ
て
苦
労
を
し
、
広
い
地
域
の
人
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
事
だ

っ
た
。
行
商
に
は
坐

商

に
比
べ
る
と
以
下
の
よ
う
な
違
い
が
あ

っ
た
。

(
一
)
客
を

つ
か
ま
え
る
独
特
の
方
法
。
坐
商
な
ら
ば
店
名
や
業
種
を
書
い
た
看
板
と

い
う
、
有
形
の
広
告
を
使
う
が
、
彼
ら
は

村

々
街
々
を
歩
き
な
が
ら
声
を
あ
げ
て
販
売
し
、
扱
う
商
品
の
名
を
よ
ぼ
わ

っ
て
客
を
ひ
き

つ
け
た
。

(
二
)
物
々
交
換
。
昔
の
農
村
で
は
、
貨
幣
の
流
通
量
が
少
な
く
、
行
商
人
は
銭
で
の
取
引
も
し
た
が
、
物
々
交
換
で
の
取
引
も
し

た
。

つ
ま
り
、
商
品
を
渡
し
て
必
要
な
物
を
も
ら

っ
た
り
、
仕
事
を
た
の
ん
だ
り
し
た
。

行
商
で
は
こ
の
よ
う
な
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
農
村
の
人
々
の
便
宜
に
か
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
農
村
の
文

化
や
生
活
に
も
影
響
を
与
え
た
。
芸
能
と
し
て
は

『貨
郎
與
村
姑

(物
売
り
と
村
娘
)
』
『鋸
大
甕

(大
甕
を
つ
ぐ
)』
『鋼
漏
匠
與
王
大
娘

捌

(鋳
掛
師
と
王
お
ば
さ
ん
)』
な
ど
の
題
名
の
芝
居
が
あ
る
。
ま
た
京
劇

『紅
灯
記
』
に
は
刃
物
砥
ぎ
が

「
は
さ
み
を
砥
ぐ
よ
、
包
丁
を

砥
ぐ
よ
」
と
よ
ぼ
わ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
商
人
は

一
九
五
〇
年
代
に
は
産
業
の
発
展
に
と
も
な
う
社
会
の
変
化
に

よ

っ
て
、
昔
な
が
ら
の
行
商
と
い
う
農
村
で
常
態
だ

っ
た
取
引
は
次
第
に
姿
を
消
し
、
現
代
的
な
も
の
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
し
ま

っ

た
。

六
、
黄
県
人
の
商
業
成
功
者

黄
県
の
商
人
の
う
ち
で
最
も
成
功
し
た
の
は
、
黄
県
城
の
丁
氏

一
族
で
あ
る
。
六
〇
〇
年
の
発
展
の
歴
史
の
中
で
最
も
栄
え
た
時
期

は
ち
ょ
う
ど
清
朝
期
に
あ
た
る
。
中
華
民
国
時
代
の

『黄
県
志
』
の
記
載
は

「
丁
氏
は
先
祖
代
々
勤
勉
で
倹
約
に
は
げ
み
、
家
を
興
し
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商
売
に
よ

っ
て
豊
か
に
な

っ
た
が
、
豊
か
に
な

っ
て
も
吝
薔
で
あ

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
家
訓
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
山
東
で
富
豪

と

い
え
ば
、
徳
望
か
ら
い
っ
て
も
丁
氏
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。
筆
者
は
十
余
年

の
研
究
か
ら
誠
実
な
ビ
ジ
ネ
ス
思
想

の
下
で
、
儒

者
、
役
人
、
商
人
の
三
つ
が
む
す
び

つ
い
た
こ
と
で
丁
氏
が
大
い
に
発
展
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

丁
氏
の
発
展
ぶ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
丁
家
に
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぼ
、

一
四

一
〇
年
に
丁
氏
の
夫

人
黎
氏
が
飢
饅
を
逃
れ
て
黄
県
城
に
や

っ
て
き
た
。
彼
女
に
は
幼
い
息
子
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
雑
貨
店
の
店
先
に
お
い
て
、
自
分
は

物
乞
い
を
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
そ
の
子
供
が
店
先
で
遊
ん
で
い
る
の
を
み
て
、
雑
貨
店
の
店
主
が
口
数
は
少
な

い
が
幼

い
な
が
ら
も

し

っ
か
り
し
た
顔
だ
と
思
い
、
子
供
を
試
し
て
み
よ
う
と
思
い
立

っ
た
。
店
主
が
銅
銭
を

一
枚
投
げ
る
と
、
銅
銭
は
子
供
の
足
元
に
落

ち
た
。
子
供
は
こ
れ
を
ひ
ろ
っ
て
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持

っ
て
き
た
。
店
主
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
ん
と
も

い
え
な

い
と
思

い
、
さ
ら
に

一
掴
み
の
銅
銭
を
投
げ
た
と
こ
ろ
、
子
供
は

一
枚

一
枚
拾

っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持

っ
て
き
た
。
店
主
は
幼

い
な
が
ら
も
高
潔
な
人
柄
に

内
心
感
心
し
た
。
そ
の
日
の
夕
食
後
に
店
主
は
母
子
を
店
に
呼
ん
だ
。
「あ
な
た
た
ち
母
子
が
そ
ん
な
生
活
を
し
て

い
る
の
は
か
わ

い

劉

そ
う
だ
。
こ
の
店
は
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
が
二
間
あ
る
か
ら
、

一
つ
を
あ
な
た
に
貸
し
て
あ
げ
る
の
で
、
食
べ
物
屋
を
や
っ
て
稼

ぎ
、
家
賃
を
は
ら

っ
て
く
れ
れ
ぼ

い
い
。
ま
ず
は
貸
し
て
お
く
か
ら
。
子
供
は
う
ち
の
店
で
小
侠
計
を
し
て
は
ど
う

か
。
」
黎
氏
は
店

主

の
真
心
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
感
謝
し
た
。
そ
し
て
彼
女
は
小
さ
な
食
堂
を
開
き
、
粟
粥
、
焼
餅
を
売
り
、
子
供
は
雑
貨
店
の
販
売
員
と

な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
母
子
は
そ
の
誠
実
さ
か
ら
、
や
さ
し
い
店
主
の
も
と
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
数
年
後
、
母
子
は

雑
貨
店
主
の
老
後
の
世
話
を
し
て
そ
の
死
を
み
と
り
、
経
営
を
拡
大
し
た
。
そ
の
子
孫
た
ち
は
当
舗

(質
屋
)
を
経
営
し
、
ま
じ
め
に

働

い
て
家
を
維
持
し
、
財
を
増
や
し
、
「儒

[学
者
]
・
官

[役
人
]
・
商

[商
人
]」
と
い
う
生
業

の
連
携
に
よ

っ
て
家
を
発
展
さ
せ

た
。
清
代
乾
隆
年
間
の

一
一
代
目
丁
元
折
の
時
に
は
山
東

一
の
富
豪
と
な
り
丁
百
万
と
呼
ぼ
れ
た
。

丁
家
の
主
な
ビ
ジ
ネ
ス
は
当
舗
で
あ
る
。
古
代
の
商
業
区
分
で
は

亜

ハ当
」
「押
店
」
と
も

い
わ
れ
た
。
当
舗
は
明
清
時
代
に
盛
ん
に

な

っ
た
業
種
で
、
主
な
業
務
は
五
つ
あ
る
。
第

一
が
典
当

[質
屋
]
で
あ
る
。
質
草
は
宝
石
装
飾
品
、
衣
服
や
皮
革
な
ど
で
、
店
は
月



ぎ
め
で
利
息
を
と

っ
た
。
商
品
の
価
格
の
五
割
か
ら
七
割
が
質
入
れ
価
格
と
な

っ
た
。
質
入
れ
期
間
は
短
く
て

一
ヶ
月
、
長
く
て
二
年

で
あ
る
。
期
限
が
き
て
も
質
か
ら
出
せ
な
い
と
き
は

「死
当

(質
流
れ
)
」
と
な

っ
て
競
売
に
か
け
ら
れ
た
。
第
二
は
預
金
で
あ
る
。

貨
桟

[倉
庫
業
]
や
商
社
、
商
店
、
大
家
族
の
収
入
を
あ
ず
か
っ
た
。
第
三
は
為
替
業
務
、
第
四
は
金
銭
や
糧
食

の
貸
付
業
務
だ

っ

た
。
金
や
穀
物
を
提
供
す
る
に
は
保
証
人
を
必
要
と
し
、
土
地
を
担
保
に
し
て
契
約
を
結
び
、
月
ぎ
め
の
利
息
を
必
要
と
し
、
期
限
ど

お
り
に
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
第
五
は
免
換
で
あ
る
。

つ
ま
り
銀
元
と
銅
銭
の
交
換
、
銅
銭
と
銀
元
の
交
換
に
よ
る
価
格

差
を
利
益
と
し
た
。
典
当
の
業
務
と
は
、
急
に
金
が
必
要
と
な

っ
た
者
が
、
品
物
を
当
舗
に
持
ち
込
ん
で
担
保
と
し
て
金
を
融
通
し
て

も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
質
入
れ
が
成
立
す
る
と
、
質
草
に
対
し
て

「当
票
」
と
い
う
証
明
に
抵
当
の
価
格
を
明
記

し
て
客
に
渡
し
た
。

期
限
が
き
れ
た
も
の
は
当
舗
が
没
収
し
た
。
質
押
さ
え
さ
れ
た
物
の
五
〇
%
の
価
格
が
当
舗
の
手
に
入
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
た
。
当

舗

の
も
う

一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
客
と
の
間
の
合
意
を
尊
重
し
、
強
制
的
な
売
買
は
し
な
か

っ
た
。
丁
家
は
こ
の
よ
う
な
当
舗
業
に

よ

っ
て
蓄
財
し
た
。
丁
家
の
当
舗
の
数
は
数
百
箇
所
と
多
く
、
中
国
東
部
の

一
一
省
市
に
あ
ま
ね
く
分
布
し
、
全
国
的
な
当
舗
の
ネ
ッ

捌

ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
。
か

つ
て
抵
当
と
し
た
も
の
に
は
象
牙
の
涼
席

(燗
台
市
博
物
館
蔵
)
、
萬
謝

(泉
屋
博
古
館
蔵
)、
頒
壷

(中
国
国
家
博
物
館
蔵
)、
頒
筥

(山
東
省
博
物
館
蔵
)
な
ど
数
十
件
の
国
家

一
級
文
物
が
あ

っ
た
。
当
舗
を
代
表
と
し
て
そ
の
下
に
各

分
家
の
堂
号
が

一
〇
〇
近
く
あ
り
、
丁
家
の
人
々
は
北
京
に
行
く
に
あ
た

っ
て
も
旅
館
に
泊
ま
る
必
要
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

一
族
の

店

に
泊
ま
り
な
が
ら
北
京
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
資
産
は
五
四
〇
〇
万
両
に
達
し
、
清
朝
政
府
の

一
年
分
の
財
政
収
入
に
匹
敵

し
た
。

民
国

『黄
県
志
』
に
記
載
さ
れ
た
丁
氏
は

「お
お
む
ね
代
々
勤
勉
に
働
い
て
家
を
盛
り
立
て
、
商
業
を
行

い
、
そ
の
発
展
は
商
業
に

は
じ
ま
り
商
業
に
至
る
」
「商
業
に
よ

っ
て
家
を
興
す
も
の
は
多
い
が
、
財
力
を
も

っ
て
社
会
の
中
核
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
家
は
数

百
年
に
わ
た

っ
て
続
い
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
、
商
業
が
丁
家
の
経
済
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
伝

え
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
各
地
の
当
舗
の
業
績
が
よ
い
頃
に
は
、
毎
日
五
台
の
馬
車
が
銀
を
運
び
、

一
日

一
斗
の
金
が
入
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
情



況
が
数
百
年
続

い
た
と
い
う
。
丁
家
に
は
八
つ
の
分
家
の
屋
号
が
あ
り
、

こ
れ
を
八
大
銭
袋
と

い
っ
た
。
文
来
、
泰
来
、
信
来
、
正

誼
、
金
城
、
東
悦
来
、
西
悦
来
、
天
記
な
ど
の
分
家
の
豪
華
な
建
築
が
黄
県
城
の
大
半
を
占
め
、
三
千
余
問
に
達
し
た
。
現
存
す
る
建

物
は
五
五
棟
二
四
三
室
、
濃
厚
な
北
京
の
府
第
様
式
の
特
徴
を
も
ち

つ
つ
、
膠
東
の
民
衆
住
宅
の
雰
囲
気
も
併
せ
も
ち
、
民
間
建
築
芸

術

の
粋
と
い
わ
れ
る
。
膠
東
で
は

「黄
県
房
、
棲
霞
糧
、
蓬
莱
浄
出
好
姑
娘
」
と
歌
わ
れ
、
「黄
県
房
」
と
は
丁
氏

の
建
築
の
こ
と
で

あ

る
。
丁
家
の
当
舗
は
分
家
ご
と
に
統

一
管
理
が
な
さ
れ
、
各
地
の
当
舗
も
黄
県
か
ら
職
人
を
派
遣
し
て
建
物
を
建

て
さ
せ
、
構
造
は

基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
膠
南
市
の
王
台
鎮
に
は
丁
家
当
舗
の
建
物
が

一
〇
〇
余
間
現
存
し
て
お
り
、
保
存
状
態
も
比
較
的
よ
い
。

丁
家
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
ほ
か
の
業
種
に
も
及
ん
だ
。
た
と
え
ぼ
黄
県
の
登
仁
寿
莉
局
、
魚
市
街
南
側
文
来
の
繰
綜
工
場
、
姻
台
の

「元
豊

祥
」
石
炭
商
、
済
南
四
馬
路
経
七
路
の

「豊
華
」
石
油
会
社
、
北
京
の
多
く
の
糧
行
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
。
ど

ん
な
商
売
を
し
よ

う
と
も
、
丁
家
は

「誠
信
」
の
二
文
字
を
追
求
し
、
交
際
を
大
事
に
し
て
栄
え
、
後
世
に
続
く
堅
実
な
経
済
基
盤
を
残
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
清
代
か
ら
民
国
に
か
け
て
、
黄
県
で
は
著
名
な
商
人
を
輩
出
し
て
い
る
。
単
文
興

・
単
文
利

・
紀

鳳
台

・
紀
木
新

・

鵬

李
子
初
な
ど
で
あ
る
。
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七
、
黄
県
人
の
商
業
の
特
徴

昔
の
黄
県
人
の
商
業
と
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
一
)
誠
実
な
商
売
を
む
ね
と
し
、
俗
に

「人
身
は
天
秤
と
同
じ
、
何
ご
と
も
良
心
に
基
づ
き
、
よ
い
仕
事
を
し
よ
う
と
思
え
ば
、

信
用
を
宝
と
せ
よ
」
と
い
っ
た
。
品
質
を
重
視
し
、
商
品
に
正
当
な
価
格
を

つ
け
、
老
人
子
供
を
欺
か
な

い
と
い
う
商
業
道
徳
と
信
用

を
追
求
し
た
。
そ
の
た
め
親
切
で
質
実
な
黄
県
人
か
ら
騙
さ
れ
る
心
配
は
な
い
。
黄
県
人
に
つ
い
て
の
あ
る
描
写

に
は
、
素
直
で
寛

容
、
質
素
で
誠
実
率
直
、
さ

っ
ぱ
り
し
て
い
て
、
親
切
と
あ
る
。
昔
の
黄
県
人
が
自
ら
言
う
よ
う
な
こ
の
よ
う
な

「実
直
」
な
性
格
は



現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

(
二
)
黄
県
人
は
親
切
で
素
朴
で
豪
快
誠
実
で
あ
る
。
「商

い
の
道
は
人
の
道
で
あ
る
。
人
脈
は
財
脈
で
あ
る
」

と
い
い
、
「地
道
な

商

い
」
を
追
求
し
、
第

一
に
人
の
縁
、
第
二
に
信
用
と
い
い
、
「和
を
も

っ
て
貴
し
」、
「仲
の
よ
い
こ
と
が
財
を
生
む
」
と
し
て
い
る
。

商
品
が
店
に
持
ち
込
ま
れ
た
際
に
、
そ
の
品
質
が
悪
か

っ
た
場
合
は
、
や
ん
わ
り
と
丁
重
に
拒
絶
し
、
相
手
に
快
く
帰

っ
て
も
ら
い
、

そ

の
後
も
そ
の
客
と
の
つ
き
あ
い
を
す
る
こ
と
を
軽
ん
じ
な
い
。
こ
れ
は
他
の
地
域
の
商
人
た
ち
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(三
)
利
用
で
き
る
も
の
は
な
ん
で
も
充
分
に
利
用
す
る
。
も
ち
ろ
ん
天
の
時
、
地

の
利
、
人
の
和
は
彼
ら
の
商

い
に
必
須
の
も
の

で
あ
る
。
借
金
の
取
立
て
の
際
に
は
第

一
に
情
け
を
か
け
る
こ
と

(情
に
も
ろ
い
こ
と
)
を
忌
み
、
第
二
に
も
の
ご
と
に
疎
い
こ
と

(相
手
が
嘘
を
言

っ
て
も
信
じ
る
よ
う
な
こ
と
)
を
忌
み
、
第
三
に
気
弱

(相
手
に
脅
さ
れ
る
こ
と
)
を
忌
ん
で
、
『孫
子
兵
法
』
を
商

業

に
持
ち
込
ん
だ
。

(四
)
苦
労
を
い
と
わ
ず
、
「天

地
に
頼
る
よ
り
も
、
自
分
の
力
に
頼
る
こ
と
を
第

一
と
す
る
」
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
る
。
苦
労

捌

す

る
こ
と
、
苦
労
を
元
手
と
し
、
苦
労
を
光
栄
と
し
、
苦
労
を
楽
し
み
と
し
、

一
歩

一
歩
地
に
足
を

つ
け
て
奮
闘
し
て
き
た
。
こ
の
苦

労
を
い
と
わ
な
い
特
徴
は
自
然
環
境
に
よ

っ
て
磨
き
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
孔
子
孟
子
の
精
神
を
教
え
と
し
模
範
と
し
て
い
る
こ

と

に
よ
る
。

(五
)
利
を
重
ん
じ
る
以
上
に
義
を
重
ん
じ
、
友
だ
ち
が
い
の
あ
る
つ
き
合

い
を
す
る
。
誠
実
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
ま
ず
良

心

に
そ
む
か
ず
、
次
に
友
人
に
顔
向
け
で
き
な
い
こ
と
を
し
な
い
。
俗
に
河
北
は
追
剥
を
出
し
、
東
北
は
土
匪
を
だ

し
、
山
東
は
好
漢

を
出
す
と
い
う
。
昔
の
黄
県
人
は

「山
東
は
好
漢
を
出
す
」
と
い
う
こ
と
ば
ど
お
り
、
義
気
を
重
ん
じ
、
同
郷
の
情
を
重
ん
じ
、
友
人

の
た
め
な
ら
ば
両
脇
に
刀
を
突
き
立
て
る
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。
義
の
基
本
的
な
意
味
は
、
第

一
に
友
人
に
忠
で
あ

り
、
生
死
を
と
も

に
し
、
銀
難
を
と
も
に
し
、
約
束
を
必
ず
守
る
。
第
二
に
義
侠
心
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
危
機
を
助
け
、
不
正
に
あ

っ
て
い
る
の
を
み

れ
ば
刀
を
抜
い
て
助
け
る
。
ま
さ
に

『好
漢
歌
』
に
歌
わ
れ
る
ま
ま
に
、
路
上
に
不
正
を
見
れ
ぼ
声
を
あ
げ
、
助
け

る
べ
き
と
き
に
は
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手
を
出
し
、
全
国
を
渡
り
歩
く
。
こ
の
点
は
、
南
方
人
が
も
て
な
し
上
手
に
見
え
て
、
実
際
は
利
を
重
ん
じ
、
銭
を
重
ん
じ
、
な
ん
と

か
し
て
相
手
に
金
を
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

(六
)
仕
事
の
話
を
す
る
に
は
酒
が
必
要
で
、
酒
な
し
で
話
が
も
り
あ
が
ら
な
い
。
こ
の
点
は
東
北
人
と
似
た
と

こ
ろ
で
、
東
北
商

人
は
驚
く
ほ
ど
酒
を
飲
む
が
、
酒
が
飲
め
な
け
れ
ぼ
商
業
界
に
は
身
を
お
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

同
時
に
、
彼
ら
は
故
郷
を
尊
重
し
愛
し
て
い
る
。
外
地
に
い
る
の
は
、
た
だ
金
儲
け
の
た
め
で
あ
り
、
故
郷
に
必
ず
家
を
た
て
、
幸

福

に
な

っ
て
も
そ
の
先
祖
を
忘
れ
ず
、
家
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
祖
先
の
名
を
挙
げ
る
。
た
と
え
ぼ
黄
県
城
内
の
丁
氏
故
宅
、
海
岱
鎮
の

王
氏
故
居
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
膠
東
地
区
の
農
業
経
済
圏
の
人
々
が
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
商
業
経
済
圏
の
商
店
主
の
も

と

で
働
き
、
商
店
主
か
ら
小
額
の
金
銭
を
も
ら
う
と
い
う
形
で
生
活
を
補
い
あ

っ
て
い
る
。
商
業
史
と
い
う
点
か
ら

み
る
と
、
黄
県
人

の
商
業
は
晋
商

[山
西
省
人
]
や
徽
商

[安
徽
商
人
]
に
劣
ら
ず
、
各
地
で
活
躍
し
、
そ
の
誠
実
さ
を
も

っ
て
全
国
に
名
を
馳
せ
て
い

る
。

852

最
後
に
、
黄
県
人
の
商
業
を
山
西
省
の
晋
商
、
両
准
の
徽
商
と
比
べ
て
み
よ
う
。
そ
の
経
営
に
は
共
通
す
る
部
分

と
違
う
部
分
が
あ

り
、
以
下
の
六
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

第

一
に
地
域
で
あ
る
。
晋
商
の
主
な
活
動
範
囲
は
山
西
省
西
部
か
ら
山
西
省
北
部
、
内
蒙
古
以
北
の
地
域
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。
徽

商
は
主
に
両
准
、
江
漸
と
長
江
中
流
下
流
、
時
に
は
運
河
や
海
路
に
よ
っ
て
北
上
し
北
京
天
津
地
区
に
も
及
ぶ
。
黄
県
人
は
主
に
海
路

で
東
北
三
省
に
、
陸
路
で
北
京
天
津
地
区
と
そ
の
周
辺
に
広
が

っ
て
お
り
、
南
は
江
漸
、
西
は
山
西
省
に
達
す
る
。

第
二
に
経
営
内
容
で
あ
る
。
晋
商
は
票
号
を
中
心
と
し
、
北
方
で
必
要
と
さ
れ
る
糧
、
棉
、
塩
、
茶
葉
な
ど
も
扱
う
。
関
公

[関

羽
]
の

「義
」
を
も

っ
て
活
動
地
に
会
館
を
建
て
翻

[同
郷
集
団
]
を
形
成
し
て
い
る
。
山
東
省
柳
城
の
山
陳
会
館

は
山
西
と
陳
西
両

省

の
商
人
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
徽
商
は
文
化
を
尊
び
、
儒
に
し
て
商
と
い
う
、
商
人
で
あ
り
な
が
ら
儒
学
を
よ
く
学
ぶ
と
い
う
特

徴
を
も

つ
。
銭
荘
を
中
心
と
し
、
塩
、
茶
、
木
綿
、
絹
糸
、
糧
食
を
扱
い
、
大
き
な
利
益
を
あ
げ
た
。
徽
商
は
園
林
別
荘
と
戯
楼
を
好



ん

で
建
て
、
文
人
的
な
交
友
を
好
む
。
黄
県
人
は
練
房
、
当
舗
の
経
営
を
中
心
に
、
銭
荘
、
糧
行
、
繭
房
、
紡
績
、

石
炭
、
石
油
な
ど

を
扱
う
が
、
そ
の
経
営
範
囲
は
他
に
比
べ
て
広
い
。

第
三
に
経
営
理
念
で
あ
る
。
晋
商
は
銭
を
重
ん
じ
る
が
、
役
人
は
重
ん
じ
ず
、
「商
業
に
勝
る
学
び
は
な
い
」
と
し
、
小
さ
い
頃
か

ら
子
供
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
お
金
を
儲
け
る
か
を
教
え
て
い
る
。
徽
商
は
役
人
を
重
ん
じ
銭
を
重
視
し
な

い
。
金
儲
け
も
役
人
に
な
る

た

め
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
役
人
に
な
る
た
め
に
教
育
を
う
け
、
政
府
内
で
の
成
功
を
期
待
し
て
い
る
。
黄
県
人
は
中
国
に
伝
統
的
な

「仕
え
る
こ
と
に
勝
る
学
び
は
な
い
」
と
い
う
儒
家
思
想
を
う
け

つ
ぎ
、
小
さ
い
頃
か
ら
子
供
た
ち
に
学
問

・
商
売

・
仕
官
の
た
め
の

教
育
を
ほ
ど
こ
し
、
君
臣
親
子
の
間
の
忠
孝
節
義
を
重
ん
じ
る
。
ま
た
晋
商
や
徽
商
の
長
所
も
吸
収
し
、
誠
実
に
商
売
を
行

い
、
城
壁

や
文
廟

[孔
子
廟
]
の
修
理
や
書
院
の
建
設
、
賑
憎
や
団
練
の
組
織
な
ど
の
公
共
事
業
を
通
じ
て
、
民
心
を
集
め
政
府
の
賞
賛
を
得
て

き
た
。

第
四
に
経
営
方
法
で
あ
る
。
晋
商
は
小
を
も

っ
て
大
に
勝
る
と
し
、
往
々
に
し
て
小
規
模
な
商

い
か
ら
身
を
起
こ
し
て
、
綿
密
に
計

鰯

画
を
た
て
て
、
資
本
蓄
積
を
行
い
、
安
定
的
体
系
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
徽
商
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
重
視
し
、
巧

み
に
投
機
を
行
い
、

お
互
い
に
協
力
し
て
商
幕
を
形
成
し
た
。
規
模
の
大
き
な
も
の
は
政
府
と
も
関
係
を
も
ち
、
大
き
な
利
益
を
あ
げ
た
。
貧
し
い
も
の
か

ら
金
持
ち
ま
で
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
た
が

っ
た
。
商
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
が
主
役

に
な
り
、
相
手
を

引
き
立
て
役
に
ま
わ
す
。
黄
県
人
の
よ
う
に
落
ち

つ
い
て
、
変
化
に
動
じ
ず
に
着
実
に
物
事
を
進
め
る
と
い
う
点
と
は
大
き
な
違

い
が

あ

る
。

第
五
に
別
離
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
晋
商
と
徽
商
は
別
れ
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
商
売
で

一
旦
故
郷
を
出
る
と
三
年
か
五

年
、
長
け
れ
ぼ

二
、
三
〇
年
も
帰
ら
な
い
。
し
か
し
黄
県
人
は
故
郷
や
家
族

へ
の
思
い
が
強
く
、
外
地
に
出
て
仕
事
を
し
て
い
て
も
長

年
帰
ら
ず
に
い
る
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。
晋
商
は
長
期
に
わ
た
っ
て
外
地
に
住
ん
で
お
り
、
こ
れ
で
は
結
婚
し
て
も
不
幸
で
あ
る
。

徽
商
は
贅
沢
で
、
多
く
の
妻
妾
を
か
か
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
黄
県
人
は
家
の
教
育
が
厳
し
く
家
を
重
視
す
る
。



第
六
に
、
中
国
で
は
晋
商
、
徽
商
、
黄
県
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
伝
統
文
化
と
商
業
文
化
に
お
い
て
、
多
く
の
類
似
点
も
あ
る
。
た
と

え
ば
文
化
教
育
、
芸
術
的
な
品
位
を
と
も
に
重
視
し
て
い
る
。
「親
族
の
誼
を
重
ん
じ
、
世
代
間
の
関
係
を
重
視
す
る
」
と
い
う
宗
族

観
念
が
あ
り
、
「男
性
は
勤
労
を
尊
び
、
女
性
は
貞
節
を
尊
ぶ
」
と
い
う
考
え
を
第

一
と
す
る
。
敬
業
精
神
や
商
業
道
徳
観
念
は
正
統

な
儒
教
思
想
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
と
い
え
る
。

こ
こ
で
は
黄
県
人
の
商
業
習
慣
を
紹
介
し
た
が
、
現
在
、
経
済
的
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
の
地
の
商
業
の
歴
史
は
さ
ら
に
研
究
を
深

め

る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
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介
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華
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あ
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